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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立七里ガ浜高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひと

りの確かな学力

の向上を図り、

進路実現に向け

た支援を推進す

る。 

 

②国際理解教育

等を通して、生

徒一人ひとりの

自立に向けて、

視野を広げ豊か

な人間性と社会

性を育成する。 

①生徒の学力

向上に資する

ために学習環

境の整備を行

うとともに、

研修や授業互

見等を通じて

組織的授業改

善に取り組

む。 

 

②姉妹校等交

流や留学生と

の交流活動を

とおして、生

徒一人ひとり

が主体的に取

り組める機会

を増やし、そ

の機会の推進

を図る。 

①(1)電子黒板や一人一台

端末等 ICT 機器の利活用

の促進を行うなど、多様

な学習機会を提供し、生

徒が自ら学習する意欲の

向上を図る。 

(2)研修や授業互見等の際

は「教え方」や「教材選

び」「生徒目線」等の視

点も持って授業研究を行

う。 

②姉妹校交流や海外修学

旅行・留学生受入等にお

いて、生徒の主体的な活

動を引き出し、相手校の

生徒と共に意義深い経験

となるよう取組を継続す

る。 

①(1)ICT 機器の

利活用が進んだ

か。 

・生徒の学習意欲

の向上について、

授業評価のうちの

自己評価の項目に

おいて 2/3 程度以

上の生徒がプラス

に評価したか。 

(2) 具体的な方策

の視点に立った組

織的授業改善に取

り組むことができ

たか。 

②生徒が主体的に

取り組める場面や

活動満足度が上が

ったか。 

①一人一台のデジタル端末の導入、および

電子黒板の配備に伴い、「ロイロノー

ト」、「スタディサプリ」等の授業・HR 支

援アプリを導入している。一人一台端末と

「ロイロ」については導入３年目となり､

全学年で運用できるようになり、多くの教

員が種々の ICT 機器やアプリを組み合わせ

て有効に活用できるようになった｡その結

果､教員の ICT関連のスキルアップと授業力

の向上、さらには生徒の授業への積極的な

参加につながった｡ 

②本年度、オーストラリア、グアム、姉妹

校である韓国の学校を訪問し、生徒同士の

国際交流を通して相互理解を深めた。事

前・事後学習を実施し、異文化理解を体系

的に深め、各自が目標をもって取り組む学

習機会とした。また、韓国、オーストラリ

アからの訪問団を受入れ、国際交流活動を

行った。さらに、年間を通じて体験を含む

留学生の受入を実施し、生徒の国際的視野

と多文化理解の向上につなげた。 

①次年度以降も、より多くの職員への

研修を実施して、さらなる ICT 関連ス

キルの向上を目指すとともに、個々の

教員の授業力向上に努める｡ また､一

人一台端末のさらなる活用を進めるた

め、生徒支援Ｇと連携し､生徒の情報

リテラシーの向上を図る。  

 

 

 

②次年度以降も引き続き生徒が主体的

に取り組むことができるよう、環境を

整え国際理解教育の推進に努める。 

①大学でもデジタル

端末の活用はすすん

でいて、講義用テキ

ストも全てがデジタ

ルになっている。講

義している側からす

ると端末で講義とは

無関係のゲームなど

をしていても把握が

難しい。高校での対

応を教えていただい

たので参考にした

い。 

中学校ではＡＩを、

個人情報保護等の観

点から生徒には使わ

せず教員が教材作成

等に使っている。高

校では１年時に情報

Ⅰで扱い、大学では

制限していないとの

ことなので、今後の

検討の参考にした

い。 

①ＡＩの活用に

ついて、個々の

対応となってい

るが、今後は組

織としての対応

に向け研究をす

すめる。 

「教員がどう教

えるか、どのよ

うな教材を選ぶ

か」という視点

を持った授業改

善の取り組みを

行った。 

②台湾修学旅行

や姉妹校交流等

の活動におい

て、生徒の主体

的な活動を引き

出し、相手校の

生徒と共に意義

深い経験となっ

た。 

①ICT 活用

を継続する

とともに、

ＡＩの活用

に関連した

研修や授業

互見等によ

って組織的

授業改善に

引き続き取

り組む。 

 

 

 

②引き続き

生徒が主体

的に取り組

むことがで

きる環境を

整え、国際

理解教育の

推進を図

る。 

２ 

 

 

 

 

 

 

生徒指導 

・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒のさまざ

まな活動の主体

性を尊重し、生

徒に向き合っ

て、リーダーシ

ップを育成す

る。 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひと

りの個に応じた

支援体制を充実

させる。 

①生徒組織そ

れぞれの自主

的・主体的な

運営を促すと

ともに責任を

持たせ、有意

義な活動と達

成感の向上を

目指して、適

切な指導と助

言を行う。 

 

②生徒のメン

タル面での変

化を早期にと

らえ、外部人

材とも連携を

図りながら、

適切かつ丁寧

な対応を行

う。 

①生徒会本部及び各種委

員会等がそれぞれ課題を

認識し目標を立て、協力

しながら達成に向けた活

動が行われるよう支援す

る。また、部活動が達成

感と育ちあいの生まれる

場となり、それが安全な

環境で行われるために、

支援と環境整備を行う。 

②日ごろの職員間の情報

共有及びサポートドッ

ク、学校生活アンケート

の結果等を活用し、自ら

SOS を発せない生徒の早

期発見を目指す。学年会

や教育相談 CO 会議等にお

ける生徒情報の共有を充

実させ、チームによる支

援を行う。 

①各種活動や行事

において、生徒に

よる自主的・主体

的な検討及び総括

ができたか。ま

た、生徒アンケー

トで活動満足度が

十分に見えたか。 

 

 

 

②サポートドック

および学校生活ア

ンケートの結果等

を適切に活用する

ことができたか。

学年会および教育

相談 Co 会議等で

の生徒情報の共有

を充実させ、適切

な支援につなげる

ことができたか。 

①生徒アンケートの結果、行事への満足

（充実）度（「よい」「とてもよい」の合

計）が体育祭 97.6%、文化祭 99.2%と極め

て高い数値を示した。今年度は両行事とも

主担当の職員が交代したが、早期から実行

委員会や生徒会本部との協議の場を十分に

確保し、教員と生徒が密に連携して準備を

進めたことが、生徒の主体性を引き出し、

高い充実感へと繋がった。 

 

②校内におけるサポートドック実施要項を

整理し、日程及び役割分担、スクリーニン

グ会議における判断基準等を明確に示すこ

とができた。サポートドック２回目のアン

ケートでは、各学年で「先生または家族に

悩みを話せる」項目でのネガティブ回答が

減少し、アラート数が１回目 176 件

（16.9％）から２回目 143 件（15.8％）に

減少した。また、グループ会議において、

各学年の生徒情報を集約し、適切な支援に

つなげることができた。 

①学校行事が生徒に大きな達成感を与

える一方で、準備期間や活動量におけ

る負担感の増大が課題となっている。

特に、活動の核である「色別演技」に

ついては、伝統の継承を重視しつつ

も、持続可能性確保の観点から、行事

規模の適正化に向けた検討が必要であ

る。今後は、内容の精選や実施形態の

工夫について、生徒の声を反映させな

がら再構築を図る。 

②サポートドックの結果として、全体

的にネガティブ回答が減少したが、２

年生、３年生の回答率が下がったこと

にも注視したい。全学年でアンケート

回答率 100％を目指し、生徒の傾向を

適切に把握できるように努め、プッシ

ュ面談等を通じて生徒の孤立防止を図

る。また、引き続き生徒情報の集約を

充実させ、各生徒の傾向・特徴を把握

することで、指導案件の未然防止にも

つなげたい。 

②大学では、以前は

手厚い学生支援はし

てこなかったが、近

年は学生の状況が変

容しており、個々へ

の支援や対応の充実

を図っている。高校

の取り組みはとても

参考になった。 

今の中学１～３年生

は、コロナ禍に幼少

時代を過ごしていた

ためか、他者とのコ

ミュニケーションに

おいて困難を抱える

生徒が多数在籍して

いる。今後は、その

生徒たちが高校に入

学する。高校でも、

そのような現状を踏

まえた対応をお願い

したい。 

①体育祭、文化

祭、合唱祭を軸

にした本校の行

事については、

行事規模の適

正化及び持続

可能な行事の

あり方と伝統

の継承とのバ

ランスを考慮

して引き続き見

直しをすすめて

いきたい。 

②サポートドッ

ク及びＳＣやＳ

ＳＷとの面談、

教育相談Ｃｏ会

議、ケース会議

等による支援体

制を引き続き充

実させたい。 

①学校行事

については

他校の状況

についての

情報収集を

継続すると

ともに、事

後アンケー

トも参考に

しながら検

討を継続す

る。 

 

 

②教育相談

体制は充実

している

が、引き続

き見直しを

行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 

・支援 

キャリア教育を

充実させ、目的

意識を持って学

習に取り組む姿

勢を育む。 

生徒自身が希

望する進路に

ついて考え判

断する力を育

めるよう、家

庭とも連携し

ながら３年間

を通して必要

かつ適切な支

援を行う。 

3 カ年を通じてキャリア

ガイドブックの活用、外

部テストの受験、現行の

教育課程入試への対応、

年内入試への対策等を充

実させ、系統的な進路指

導を行う。 

・引き続きキャリ

ア教育プログラム

充実を図るととも

に、説明会やガイ

ダンス、体験の機

会、各種試験を有

機的に結び付けて

実践することがで

きたか。 

・今年度も、年間計画に基づき、各学年そ

れぞれの時期に応じた各種説明会を実施し

た。各ガイダンスは生徒自身が進路につい

て考える機会となり、進路選択に有意義な

情報提供が行えた。 
・３年生については、各入試制度の概要や

出願条件等の情報を適切に提供できた。特

に共通テストの出願方法が今年度から WEB

出願となったことなどの変更点について、

丁寧に情報提供を行えた。 
・年内入試への準備として、小論文対策を

1 学年から行うこととした。 

・入試制度の多様化により学校推薦型

選抜・総合型選抜・一般選抜それぞれ

に対して、早期から情報提供を行うこ

との必要性を感じる。 
・今後も進路に関する情報共有の一層

の強化を図り、各学年で行う進路ガイ

ダンスを適切な時期に実施したい。 

個々に応じた丁寧な

指導をしていただ

き、生徒たちの進路

実現に尽力していた

だき、卒業生として

大変感謝している。

そのような取り組み

もあり、高校入試の

志願倍率が 1.5 倍弱

と聞いている。卒業

生として誇らしく感

じている。 

・生徒が希望す

る進路の実現に

向けた取組を充

実させてきたこ

とで、国公立や

早慶上智、立教

等への進学も増

えた。 

・年内入試によ

る合格は増加し

たが、一般入試

のほうは苦戦し

た生徒も多かっ

た。 

・引き続き

キャリア教

育プログラ

ムの充実に

努める。 

・年内入試

への支援を

継続すると

ともに、一

般入試に向

けた支援の

充実も図り

たい。 

４ 
地域等と

の協働 

地域等への貢献

活動や教育力の

活用を通して、

地域に信頼され

る学校づくりを

推進する。 

地域理解を図

るとともに、

地域貢献が生

徒の自己肯定

感につながる

ような教育活

動を実施す

る。 

①地域貢献活動につい

て、生徒の意見を取り入

れる等、主体的な活動と

なるよう検討や工夫を行

う。 

②防災訓練や地域理解活

動を通じて、地域との交

流を深め、地域防災につ

いて連携強化を図る。 

①地域貢献活動に

ついて、生徒の主

体的な活動となる

よう検討や工夫し

たか。 

 

 

②地区の防災訓練

参加に向けた取組

等、地域連携をす

すめることができ

たか。 

・防災教育におい

て地域理解をすす

めることができた

か。 

①地域貢献活動については自治会の夏祭り

などの運営面で引き続き協力を図ることが

できた。生徒会や多くの部活動などが協力

し、様々な場面で積極的な交流が図れた。 

 

 

②今年度も津波シミュレーショントレーニ

ングや DIG 研修を実施、近隣の広域避難場

所及び避難経路の確認、また鎌倉市の津波

避難ビルや広域避難場所について調べ、実

際に場所の確認を行うなど防災意識を高め

るとともに地域理解に努めた。また、７月

の津波警報発令時にはマニュアルに従っ

て、ゴルフ場や七里ガ浜小学校へ避難し

た。11 月には自治会で実施された防災訓

練へ職員が参加した。 

①地域と学校の相互関係を強めていけ

るよう生徒の地域貢献に関する主体的

な取り組みを推進していくとともに、

地域の様々な行事や活動に対して、生

徒たちの若い力を発揮できる場や環境

の整備に努める。 

②地域と協力した防災活動の取り組み

については今年度 7 月に実際にあった

津波避難や自治会の避難訓練に参加し

た経験から見えた課題に対して、見直

し・修正を図りながら、地域防災のか

かわり方の検討を推し進めていく。 

①今年度も地域の夏

祭りには 100 名を超

える生徒が参加して

くれ、そのような取

組に感謝している。 

②11 月に七里ガ浜小

学校で実施された４

地区連合の防災訓練

に先生方に参加いた

だき感謝している。 

７月の地震による津

波警報への対応では

これまで気が付かな

かった課題が見え

た。今後、地域や小

学校、中学校、高校

で連携しながら対応

をすすめる必要があ

ると感じている。 

①地域のイベン

ト参加について

は、ボランティ

ア部、吹奏楽

部、ダンス部、

チアリーディン

グ部、茶道部等

多くの部等によ

る参加があっ

た。 

②11 月に七里ガ

浜小学校で実施

された４地区連

合の防災訓練に

教職員が参加し

た。 

津波警報への対

応について課題

が残った。 

②津波警報

への対応に

ついては、

本校独自で

の検討も行

うが、地域

や小学校、

中学校との

連携につい

ても検討を

すすめてい

きたい。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①安全・安心

で充実した教

育環境の整備

に努めるとと

もに、学校の

取り組みの情

報発信に努め

る。 

 

②教員の働き方

改革を推進し、

組織的な学校運

営と校務の効率

化を図る。 

①社会で必要

とされる学校

となるよう継

続した職員・

生徒の意識向

上を図り、生

徒の学習活動

においての安

全面の向上、

また施設の環

境整備・充実

に努める。 

 

②働き方改革

の指針改定を

踏まえた取組

を進める。 

①清掃計画を立てるとと

もに環境整備委員や技能

員、PTA と協力・連携し

て、校内美化やゴミの減

量化及び資源化に努め

る。 

事務や各機関と連携し、

校内の危険箇所の修繕な

どを積極的に推し進め

る。 

②働きやすさと働きがい

の両立に向けて、風通し

の良い職場づくりや業務

分担・内容の見直しを継

続する。 

①環境整備体制を

整えるとともに各

機関との意見交換

より校内美化に対

する意識や取組が

向上したか。 

・危険箇所の修

繕・及び安全面に

配慮して施設整備

を推し進められた

か 

 

 

②職員の時間外在

校時間が減少した

か。 

・ストレスチェッ

クで高ストレス者

の割合が 15％未

満であったか。 

①計画的に大掃除や産業廃棄物処理に取り

組み校内美化活動を積極的に行った。 

また PTA の協力のもと今年度北棟３F 壁の

ペンキ塗りを行い、校内整備を推し進め

た。 

感染症予防などの観点から 12 月～2 月の 3

か月間各教室へ加湿器の導入も行った。ま

た校舎の長寿命化工事における校内修繕・

補修も生徒の安全面を第一に考えて実施さ

れた。 

 

②今年度オフィス改善事業が実施され、働

きやすい職場環境の整備が行われ、時間外

在校時間は前年度の同時期比較で 207.4 時

間から 200.5 時間に減じた。高ストレス者

の割合については、15％未満を達成し、県

全体との比較でもマイナスポイントとなっ

た。検査自体の受検率も 93.2％と大幅に

ポイントをあげた。 

➀校内美化に推進に向けて、今年度も

各機関と連携のもと定期的通り行うこ

とができた。 

長寿命化の修繕工事などについては、

要望の多かった箇所を中心に取り組む

ことができたが、老朽化に伴う修繕・

補修箇所が今年度多くみられてきたた

め、要望を聞きながらできるだけ希望

に沿った修繕・補修が行えるように次

年度以降の計画をたてていく。 

②ストレスチェックの受検率について

は大幅に改善された。時間外在校時間

についても 7 ポイントマイナスにな

り、働き方改革の取り組みに少しずつ

成果が見られてきた。高ストレス者ゼ

ロに向けて引き続き働きやすい環境づ

くりを推し進めるとともに、メンタル

ヘルスケアの観点にも注視し、継続課

題として取り組んでいきたい。 

②ストレスチェック

での高ストレス者の

割合が 15％未満とい

う目標を達成したと

いうことだが、一割

以上の方が高いスト

レスを感じていると

いうことでもある。

今後も引き続き、高

ストレス者ゼロを目

指して取り組みをす

すめていただきた

い。 

①体育館改修工

事や長寿命化工

事、50 周年記念

行事等に向けた

取組を行うこと

ができた。 

オフィス改善事

業については、

物理的な職場環

境だけでなく、

職場の雰囲気の

改善にもつなげ

ることができ

た。 

②ストレスチェ

ックについては

受検率を改善で

きた。 

②ストレス

チェックに

ついては、

今後も引き

続き、高ス

トレス者ゼ

ロを目指し

て取り組み

をすすめて

いきたい。 

 


